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·͕͖͑＝多種多様な事業・製品を有する当社グループ
では，お客様が求められる新たなニーズや製品にタイム
リーに対応しつつ高生産性かつ高歩留まりで製造するた
め，保有する各種生産設備・プロセスを効率的かつ安定
的に稼働・運渚七鯡 柙 醯 ⊄56郴養
する∵
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雷か紺 聶 養
的 応め， スが 応ゾ謑 かつ 岇－î求隈 設 多蓉 ょゾ謑わプ難セなゾ謑耀
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ロスを最小化した。これらにより，お客様ニーズ多様化
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計や冷却条件への柔軟な対応も要求されている。それに
対して，従来の熱伝導方程式によるモデルが新材料の冷
却条件に対応できない場合，モデル式の改良から着手す
るため多大に時間を要し，さらに，プロセスコンピュー
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